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北海道地方とその周辺の地震活動（2011 年 6月～ 10 月）
Seismic Activity in and around Hokkaido District（June - October 2011）

２－１

気象庁 札幌管区気象台
Sapporo District Meteorological Observatory, JMA

　今期間，北海道地方とその周辺でM4.0 以上の地震は 140 回，M5.0 以上は 23 回，M6.0 以上は 3
回発生した．最大は，2011 年 10 月 21 日に上川地方中部で発生したM6.3 の地震であった．2011
年 6 月～ 10 月のM4.0 以上の震央分布図を第 1図（a）及び（b）に示す．
　主な地震活動は以下のとおりである．

（1）浦河沖の地震（M5.5，最大震度 4，第 2図）
　2011 年 8 月 1 日 02 時 35 分に浦河沖の深さ 37kmでM5.5 の地震（最大震度 4）が発生した．こ
の地震の発震機構は南北方向に張力軸を持つ型で，太平洋プレートと陸のプレートの境界付近で発
生した．

（2）十勝地方南部の地震（M4.7，最大震度 4，第 3図）
　2011年8月22日09時07分に十勝地方南部の深さ25kmでM4.7の地震（最大震度4）が発生した．
この地震の発震機構は東西方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型で、地殻内で発生した．

（3）日高地方中部の地震（M5.1，最大震度 5強，第 4図）
　2011年9月7日22時29分に日高地方中部の深さ10kmでM5.1の地震（最大震度5強）が発生した．
この地震の発震機構は北東－南西方向に圧力軸を持つ逆断層型で、地殻内で発生した．余震活動は
活発で、震度 1以上の地震を 58 回（最大余震 9月 26 日 16 時 49 分、M4.2、最大震度 4）観測した。

（4）上川地方中部の地震（M6.3，最大震度 3，第 5図）
　2011 年 10 月 21 日 17 時 02 分に上川地方中部の深さ 196kmでM6.3 の地震（最大震度 3）が発
生した．この地震の発震機構は北北西－南南東方向に張力軸を持つ型で，太平洋プレート内部で発
生した．

（5）その他の地震活動（第 6～ 9図）

月　日 震央地名 規模（M） 深さ（km） 最大震度
　2011 年
6 月 14 日 釧路沖 5.1 73 4 （第 6図）
6月 25 日 浦河沖 5.4 57 3 （第 7図）
9月 13 日 日高地方西部 4.5 101 3 （第 8図）
9月 18 日 浦河沖 5.0 66 4 （第 9図）
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第1図(a)　北海道地方とその周辺の地震活動（2011 年 6 月～ 7月，M≧ 4.0，深さ≦ 700km）
Fig.1(a)  Seismic activity in and around Hokkaido district (June - July 2011, M≧ 4.0, depth≦ 700km)

第 1図 (b)　つづき（2011 年 8 月～ 10 月，M≧ 4.0，深さ≦ 700km）
Fig.1(b)  Continued (August - October 2011, M≧ 4.0, depth≦ 700km).
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第 2図　8月 1 日　浦河沖の地震
Fig.2  The earthquake off Urakawa on August 1.

  

 
 

 

2011年８月１日 02時 35分に浦河沖の深さ
37km で M5.5 の地震（最大震度４）が発生し
た。この地震は太平洋プレートと陸のプレー
トの境界付近で発生した地震である。発震機
構は、南北方向に張力軸を持つ型であった。 
この地震の震源付近では、９日 07時 31分

にも M4.1の地震（最大震度３）が発生するな
ど、地震活動は活発であったが、その後地震
回数は減少した。 
2001 年 10 月以降の活動を見ると、今回の
地震の震源付近（領域ｂ）では、2006年４月
13 日に M5.3 の地震（最大震度４）が発生し
ている。 

今回の地震 

震央分布図 

（1923年８月１日～2011年８月 31日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 

ｃ 

領域ｂ内の地震活動経過図及び回数積算図 

震央分布図(2001年 10月１日～2011年８月 31日、 

深さ０～150km 、M≧2.0) 

2011年８月以降の地震を濃く表示 

昭和 57年（1982年）
浦河沖地震 

ａ 

1923年８月以降の活動のうち、今回の地震
の震央付近（領域 c）で発生した「昭和 57年
（1982年）浦河沖地震」（M7.1、最大震度６）
では、負傷者 167人、建物全半壊 25棟の被害
が生じた（「最新版 日本被害地震総覧」によ
る）ほか、北海道から東北地方の太平洋岸で
津波を観測した（津波の最大の高さ：浦河 78cm
（検潮記録））。 

今回の地震 

今回の地震 

ｂ 

Ａ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

Ａ 

Ｂ 

領域ｃ内の地震活動経過図 

Ｂ 

（2011年７月１日～８月 31日） 

８月 1日 浦河沖の地震 

プレート境界付近、M5.5、最大震度４ 
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第 3図　8月 22 日　十勝地方南部の地震
Fig.3  The earthquake in the southern part of Tokachi region on August 22.

  

 
 
 

 

震央分布図 

（1923年８月１日～2011年８月 31日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 

ｂ 
領域ｂ内の地震活動経過図 

領域 a内の地震活動経過図 

2011 年８月 22 日 09 時 07 分に十勝地
方南部の深さ 25km で M4.7 の地震（最大
震度４）が発生した。この地震の発震機
構は東西方向に圧力軸を持つ横ずれ断層
型で、地殻内で発生した地震である。 
2001 年 10 月以降の活動を見ると、今

回の地震の震央付近（領域 a）では目立
った地震活動はなく、これまでに M4.0
を超える地震は発生していない。 
 

今回の地震 

の震央位置 

 

震央分布図(2001年 10 月１日～2011 年８月 31 日、 

深さ０～40km 、M≧2.0) 

2011年８月以降の地震を濃く表示 

1923 年８月以降の活動で見ると、今回の
地震の震央付近（領域ｂ）では、M6.0 以上
の地震が３回発生している。 
そのうち、1987年１月 14日の地震（最大

震度５）では、負傷者７人などの被害を生じ
た（「最新版 日本被害地震総覧」による）。 
 

図中の細線は地震調査研究推進本部による
主要活断層帯を表示 

 

図中の細線は地震調査研究推進本部による
主要活断層帯を表示 

 

ａ 

今回の地震 

十勝平野断層帯 

十勝平野断層帯 

気象庁はこの地震に対して〔十勝地方中部〕で情報発表した。 
８月 22日 十勝地方南部の地震 

地殻内、横ずれ断層型、M4.7、最大震度４、十勝平野断層帯付近 
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９月７日 日高地方中部の地震（波形相関 DD法による震源） 

震央分布図 

（2011年９月７日～10月 15日、 

深さ４～12km、Mすべて） 

ａ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

領域ａ内の断面図 

（Ａ－Ｂ投影） 

Ａ Ｂ 

Ｂ 

Ｃ 

領域ａ内の地震活動経過図 

領域ａ内の時空間分布図 

（Ｂ－Ｃ投影） 
領域ａ内の断面図 

（Ｂ－Ｃ投影） 

領域ａ内の時空間分布図 

（Ａ－Ｂ投影） 

Ａ Ｂ 

震央分布
図の範囲 

青：９月７日 00時～ 

赤：９月７日 22時～ 

緑：９月 11日 00時～ 

第 4図 (a)　9月 7日　日高地方中部の地震
Fig.4(a)  The earthquake in the central part of Hidaka region on September 7.

第 4図 (b)　9月 7日　日高地方中部の地震　DD法による本震及び余震の分布
Fig.4(b)  Hypocenters of the main shock and the aftershocks relocated by the Double-Difference Method.
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第 5図　10 月 21 日　上川地方中部の地震
Fig.5  The earthquake in the central part of Kamikawa region on October 21.

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10月 21日 上川地方中部の地震 

2011 年 10 月 21 日 17 時 02 分に上川地方中

部の深さ 196kmで M6.3の地震（最大震度３）

が発生した。この地震の発震機構は北北西－

南南東方向に張力軸を持つ型で、太平洋プレ

ート内部で発生した地震である。 

1997年 10月以降の活動を見ると、今回の地

震の震源付近（領域ｂ）では M5.0以上の地震

が時々発生しており、2003年２月 19日には深

さ 222kmで M5.9の地震（最大震度３）が発生

している。 

今回の地震 

震央分布図（1997年 10月１日～2011年 10月 31日、 

深さ 30～300km、M≧2.0） 

2011年 10月以降の地震を濃く表示 

ａ 

領域ｃ内の地震活動経過図 

Ａ 

Ｂ 

領域ａ内の断面図 

（Ａ－Ｂ投影） 

震央分布図（1923年８月１日～2011年 10月 31日、

深さ 100～300km、M≧5.0） 

ｂ 

領域ｂ内の地震活動経過図、回数積算図 

ｃ 

1923 年８月以降の活動を見ると、今回

の地震の震源周辺（領域ｃ）では M6.0 以

上の地震が時々発生している。 

今回の地震 

Ａ Ｂ 

今回の地震 

震度分布は震央を中心とした同心円状になること

が多いが、この地震の場合、震央から離れたところ

でも太平洋側の地域ではよく揺れている（異常震域

と呼ばれることがある）。 
これは、この地震が日本列島の下に東側から沈み

こんでいる海洋プレート（太平洋プレート）の深い

場所で発生した地震であり、海洋プレート内では地

震波が効率よく伝わるために起こる現象である。 

震源 

(減衰し 
やすい) 

揺れが小さい 揺れが大きい 

(減衰しにくい) 

太平洋プレート内部、深さ 196 km、M6.3、最大震度３ 
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第 6図　6月 14 日　釧路沖の地震
Fig.6  The earthquake off Kushiro on June 14.

６月 14日 釧路沖の地震 

 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

今回の地震 

 

領域ｂ内の地震活動経過図及び回数積算図 
 

2011 年６月 14 日 21 時 48 分に釧路沖の深さ
73kmで M5.1の地震（最大震度４）が発生した。
この地震は太平洋プレートの内部で発生した。
発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持
つ逆断層型であった。 
1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地

震の震央付近（領域ｂ）では、2004年 11月 29
日に M7.1 の地震（最大震度５強）が発生し、
負傷者 52 人、住家全壊１棟などの被害が生じ
た（総務省消防庁による） 
1923年８月以降の活動を見ると、今回の地震

の震央周辺（領域ｃ）では、M7.0以上の地震が
時々発生している。「1973年６月 17日根室半島
沖地震」（M7.4、最大震度５）では、根室・釧
路地方で負傷者 26人等の被害が生じた。また、
根室市花咲で最大の高さ 280㎝の津波が観測さ
れ、床上浸水、船舶沈没等の津波被害が生じた
（「最新版 日本被害地震総覧」による）。 

 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

震央分布図 
（1923年８月１日～2011年６月 30日、 

深さ０～200km、M≧6.0） 

ａ 

ｂ 

今回の地震 

領域ｃ内の地震活動経過図 
 

ｃ 

 

「1973 年６月 17日 
 根室半島沖地震」 

（2011年６月 1日～30日、M≧2.5） 

 

今回の地震
の震央位置 

Ｂ Ａ （Ｋｍ） 

震央分布図(1997年 10月１日～2011年６月 30日、  
深さ０～200km 、M≧2.5) 

2011年６月以降の地震を濃く表示 
 

Ｂ 

Ａ 

太平洋プレート内部、逆断層型、M5.1、最大震度４ 
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第 7図　6月 25 日　浦河沖の地震
Fig.7  The earthquake off Urakawa on June 25.

６月 25日 浦河沖の地震 

 
 
 

 

今回の地震 

震央分布図 

（1923年８月１日～2011年６月 30日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 

ｃ 

領域ｃ内の地震活動経過図 

領域ｂ内の地震活動経過図及び回数積算図 

震央分布図(2001年 10月１日～2011年６月 30日、 

深さ０～150km 、M≧2.0) 

2011年 06月以降の地震を濃く表示 

2011 年６月 25 日 02 時 39 分に浦河沖の深
さ 57km で M5.4 の地震（最大震度３）が発生
した。この地震の発震機構は西北西－東南東
方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレ
ートと陸のプレートの境界で発生した地震で
ある。 
2001 年 10 月以降の活動を見ると、今回の

地震の震源付近（領域ｂ）では、2003年８月
30 日と 2008 年６月 26 日に M5.4 の地震が発
生している。 
1923年８月以降の活動を見ると、この付近

（領域ｃ）では、M6.0を超える地震が時々発
生している。そのうち規模が最大の「昭和 57
年（1982 年）浦河沖地震」（M7.1、最大震度
６）では、負傷者 167人、建物全半壊 25棟の
被害が生じた（「最新版 日本被害地震総覧」
による）ほか、北海道から東北地方の太平洋
岸で津波を観測した（津波の最大の高さ：浦
河 78cm（検潮記録））。 
 

昭和 57 年（1982 年）
浦河沖地震 

ａ 
今回の地震 

Ａ 

Ｂ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

ｂ 

 

Ａ Ｂ 

今回の地震 

太平洋プレート－陸のプレート境界、逆断層型、M5.4、最大震度３ 



－ 46－

第 8図　9月 13 日　日高地方西部の地震
Fig.8  The earthquake in the western part of Hidaka region on September 13.

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９月 13日 日高地方西部の地震 

2011 年９月 13 日 01 時 49 分に日高地方

西部の深さ 101km で M4.5 の地震（最大震

度３）が発生した。この地震の発震機構は

北西－南東方向に圧力軸を持つ型で、太平

洋プレート内部（二重地震面の上面）で発

生した地震である。 

2001 年 10 月以降の活動を見ると、今回

の地震の震源付近（領域ｂ）では M4.0 以

上の地震が時々発生しており、2010年８月

14 日には深さ 109km で M4.6 の地震（最大

震度３）が発生している。 

今回の地震 

震央分布図 

（2001年 10月１日～2011年９月 30日、深さ 30～200km、M≧2.0） 

ａ 

領域ｃ内の地震活動経過図 

Ａ 

Ｂ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

震央分布図 

（1923年８月１日～2011年９月 30日、 

深さ０～200km、M≧5.0） 

ｂ 

領域ｂ内の地震活動経過図 

ｃ 

1923 年８月以降の活動を見ると、今回

の地震の震央周辺（領域ｃ）では M6.0 以

上の地震が時々発生しており、1981 年１

月 23日に発生した M6.9 の地震（最大震度

５）では埋没水道管の破裂や物体の落下な

どの被害が生じた（「最新版 日本被害地震

総覧」による）。 

今回の地震 

★ 

今回の地震の 

震央位置 

Ａ Ｂ 

太平洋プレート内部(上面)、M4.5、最大震度３ 
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第 9図　9月 18 日　浦河沖の地震
Fig.9  The earthquake off Urakawa on September 18.

  

 
 

 

震央分布図 

（1923年８月１日～2011年９月 30日、 

深さ０～150km、M≧6.0） 

ｃ 

領域ｂ内の地震活動経過図及び回数積算図 

震央分布図(2001年 10月１日～2011年９月 30日、 

深さ０～150km 、M≧2.0) 

2011年９月以降の地震を濃く表示 

2011 年９月 18 日 19 時 39 分に浦河沖の深
さ 66km で M5.0 の地震（最大震度４）が発生
した。この地震の発震機構は、西北西－東南
東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プ
レートと陸のプレートの境界で発生した地震
である。 
この地震の震央から約 25km 東の深さ 57km

のところでは、６月 25 日 02 時 39 分に M5.4
の地震（最大震度３）が発生している。この
地震の発震機構は西北西－東南東方向に圧力
軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸の
プレートの境界で発生した地震である。 
2001 年 10 月以降の活動を見ると、今回の

地震の震源付近（領域ｂ）では、M5.0以上の
地震が時々発生している。 

昭和 57 年（1982 年）
浦河沖地震 

ａ 

1923年８月以降の活動のうち、今回の地震
の震央付近（領域 c）で発生した「昭和 57年
（1982年）浦河沖地震」（M7.1、最大震度６）
では、負傷者 167人、建物全半壊 25棟の被害
が生じたほか（「最新版 日本被害地震総覧」
による）、北海道から東北地方の太平洋岸で津
波を観測した（津波の最大の高さ：浦河 78cm
（検潮記録））。 

今回の地震 

今回の地震 

ｂ 

Ａ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

Ａ 

Ｂ 

領域ｃ内の地震活動経過図 

Ｂ 

今回の地震の 
震央位置 

９月 18日 浦河沖の地震 

プレート境界、逆断層型、M5.0、最大震度４ 
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